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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  二酸化塩素発生剤を有する包装体であって、包装材として吸着層、アルミニウム箔層、
基材層を有するアルミニウムラミネートフィルムを用いること、及び包装体中が乾燥空気
、又は窒素が充填されていることを特徴とする包装体。
【請求項２】
  吸着層がゼオライト、シリカゲル、及び活性アルミナからなるから選択される物理吸着
系吸着剤を含有することを特徴とする請求項１記載の包装体。
【請求項３】
  吸着層が物理吸着系吸着剤と化学吸着系吸着剤を含有することを特徴とする請求項１又
は２記載の包装体。
【請求項４】
物理吸着系吸着剤がゼオライトであり、化学吸着系吸着剤が酸化カルシウムであることを
特徴とする請求項３記載の包装体。
【請求項５】
  アルミニウム箔の膜厚が３０～６０μｍであることを特徴とする請求項１～４いずれか
に記載の包装体。
【請求項６】
  基材層がポリエチレンテレフタレート、又はポリエチレンナフタレートであることを特
徴とする請求項１～５いずれかに記載の包装体。
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【請求項７】
  アルミニウムラミネートフィルムの厚みが１００～３００μｍであることを特徴とする
請求項１～６いずれかに記載の包装体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、細菌、ウイルス、悪臭物質、カビ、および藻の除去、水の異臭味の除去、水
の二価金属イオンの除去などの各用途において用いる二酸化塩素発生剤を有する包装体に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　二酸化塩素は強力な酸化剤として漂白、殺菌、ウイルス不活化、殺藻、除鉄、除マンガ
ン、水の異臭味の除去、空間の消臭など広範な用途で利用されている。しかし、このよう
に有用な用途を有する二酸化塩素であるが、実用的な側面において様々な問題があった。
【０００３】
　二酸化塩素はガス（気体）として爆発性、毒性、光、および熱に対する分解性があるた
め、ガスの状態としてそのままでは運搬することができない。また、ガスに比べて比較的
安定性の高い二酸化塩素溶液の状態でも、溶液中での二酸化塩素濃度の維持が難しい。そ
のためアメリカ環境保護局、アメリカ食品医薬品局、厚生労働省などにおいて、実際に使
用する場所で二酸化塩素を発生させることを定めている。
【０００４】
　その結果、大規模な水の処理用に、二酸化塩素溶液の生成装置が数多く開発、販売され
ている。しかし、二酸化塩素溶液の生成装置は非常に高価である。また、反応の制御が難
しく複雑な薬品の管理も必要であった。
【０００５】
　近年、亜塩素酸塩と多孔性物質を混合することによって、多孔性物質の持つ除湿、およ
び調湿機能により、二酸化塩素ガスの徐放性を担持させるといった技術（特許文献１）が
提案されている。
【０００６】
　また、亜塩素酸塩と固体酸と遊離塩素源を含んだ原料で錠剤を作製し、水に溶解させる
ことで、低濃度の安定した二酸化塩素水溶液を調製する方法が提案されている。（特許文
献２、特許文献３）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１１－１７３７５８
【特許文献２】特開昭５２－１２３３９９
【特許文献３】特表２００３－５２１５２６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　最近、二酸化塩素による処理は、上記のような水に溶かして二酸化塩素水溶液を調製す
るための二酸化塩素水調製錠剤や、二酸化塩素ガスを徐々に発生させる二酸化塩素ガス発
生剤が各社から販売されて一般的に使用されている。
【０００９】
　二酸化塩素水溶液を調製するための二酸化塩素水調整錠剤については、原料を圧縮、固
形化することによって色々な大きさや発生する濃度が設定された錠剤が提案されている。
【００１０】
　また、空間除菌等の柔軟な用途に供することができる二酸化塩素ガス発生剤については
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、多孔性の粉末や顆粒に亜塩素酸を吸着させることによって二酸化塩素ガスの徐放性を確
保した顆粒物や粉末などが提案されている。
【００１１】
　これらの二酸化塩素水調製錠剤や二酸化塩素ガス発生剤の包装材料については、二酸化
炭素の透過率が２．５×１０－１１ｃｃ（ＳＴＰ）／ｃｍ２・ｓｅｃ・ｃｍＨｇ以下や水
蒸気の透過率が５×１０－９ｃｃ（ＳＴＰ）／ｃｍ２・ｓｅｃ・ｃｍＨｇ以下のフィルム
が提案されている。
【００１２】
　しかし、その二酸化塩素水調製錠剤や二酸化塩素ガス発生剤の保存に関してはガスバリ
アー性の袋に保存しているだけで長期間の品質保証ができていないのが課題となっている
。
【００１３】
　すなわち、本発明が解決する課題とは、長期間の品質安定性に優れる二酸化塩素発生剤
を有する包装体を提供することである。
【００１４】
　本発明が解決するもう一つの課題とは、運搬や梱包等の取り扱い時にも破損を生じない
十分な強度を持った包装材に入った二酸化塩素発生剤を有する包装体を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明者らは、研究を重ね、二酸化塩素水調製錠剤や二酸化塩素ガス発生剤等の二酸化
塩素発生剤を収納する保存用の包装材として吸着層、アルミニウム箔層、基材層を有する
アルミニウムラミネートフィルムを用いること、及び包装体中が乾燥空気、又は窒素が充
填されていることにより、上記の課題を解決できることを見出した。
【００１６】
　本発明は、上記知見に基づき完成されたものであり、以下の二酸化塩素発生剤を有する
包装体を提供する。
　項１．二酸化塩素発生剤を有する包装体であって、包装材として吸着層、アルミニウム
箔層、基材層を有するアルミニウムラミネートフィルムを用いること、及び包装体中が乾
燥空気、又は窒素が充填されていることを特徴とする包装体。
　項２．吸着層がゼオライト、シリカゲル、及び活性アルミナからなるから選択される物
理吸着系吸着剤を含有することを特徴とする項１記載の包装体。
　項３．吸着層が物理吸着系吸着剤と化学吸着系吸着剤を含有することを特徴とする項１
又は２記載の包装体。
　項４．物理吸着系吸着剤がゼオライトであり、化学吸着系吸着剤が酸化カルシウムであ
ることを特徴とする項３記載の包装体。
　項５．アルミニウム箔の膜厚が３０～６０μｍであることを特徴とする項１～４いずれ
かに記載の包装体。
　項６．基材層がポリエチレンテレフタレート、又はポリエチレンナフタレートであるこ
とを特徴とする項１～５いずれかに記載の包装体。
　項７．アルミニウムラミネートフィルムの厚みが１００～３００μｍであることを特徴
とする項１～６いずれかに記載の包装体。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の包装体は、保管時には二酸化塩素を発生させず、長期間の保存でも包装されて
いる二酸化塩素発生剤は安定した品質を保つことができ、使用時には、二酸化塩素発生剤
が二酸化塩素水調製錠剤であれば、錠剤としての水へ適度な溶解性を有し、二酸化塩素発
生剤が二酸化塩素ガス発生剤であれば、安定した二酸化塩素ガスの徐放を可能とすること
ができる。また、包装材として吸着層、アルミニウム箔層、基材層を有するアルミニウム
ラミネートフィルムを用いることにより、物理的強度を持ち、運搬にも適する。
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【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。
【００１９】
　本発明の包装体は、未使用時には二酸化塩素の発生を抑えることができ、使用時に、包
装材を取ることにより、空気中の水蒸気や水と接触させることにより、二酸化塩素ガスを
徐々に発生させ、安定した二酸化塩素水溶液を調製することができる。
【００２０】
　包装材としては、吸着層、アルミニウム箔層、基材層を有するアルミニウムラミネート
フィルムを用いることができる。アルミニウムラミネートフィルムの厚みは１００～３０
０μｍであることが好ましい。
【００２１】
（吸着層）
　本発明のアルミニウムラミネートフィルムにおける吸着層は吸着剤、更に必要であれば
樹脂をインフレーション法、Ｔダイ法、共押出等によってフィルム状またはシート状に形
成したものが好適に用いられる。
　吸着層の厚さは、十分な量の水分、ガスを吸着させるため、３０～１００μｍとするこ
とが好ましい。
【００２２】
　吸着層に用いられる吸着剤としては、物理吸着系吸着剤、化学吸着系吸着剤が用いられ
る。
【００２３】
　物理吸着系吸着剤としては、例えば、ゼオライト、シリカゲル、活性アルミナ、活性炭
等が挙げられる。一般に、物理吸着系吸着剤は吸着速度が速いため水分を素早く吸着させ
ることができる。この物理吸着系吸着剤のなかでも、ゼオライト、シリカゲル、活性アル
ミナであることが好ましく、ゼオライトが吸着能力の点でより好ましい。
【００２４】
　化学吸着系吸着剤としては、例えば、酸化カルシウム、塩化カルシウム、硫酸マグネシ
ウム、酸化バリウム、五酸化リン、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、臭化カリウム、
臭化カルシウム、硫酸銅、塩化亜鉛、硫酸カルシウム、酸化マグネシウム等が挙げられる
。なかでも酸化カルシウムはハンドリング性が高いため、より好ましい。一般に、化学吸
着系吸着剤は、上記の物理吸着系吸着剤に比べると水分の吸着速度は遅いが徐々に吸着し
、一度吸着すると吸着成分が分離することがないため、二酸化塩素発生剤の劣化を防止す
ることができる。
【００２５】
　さらに、物理吸着系吸着剤と化学吸着系吸着剤を組み合わせることにより、相乗効果を
高めることができる。具体的には、酸化カルシウムは水分の吸収により水酸化カルシウム
となり、酸性物質と反応して吸着、中和するので酸性物質の除去が可能となる。更に、物
理吸着系吸着剤は高温時での水分を放出させるが、放出された水分が化学系吸着剤に移行
し、保存環境によらず水分の放出を防止することができ、良好な保存状態を維持すること
ができる。
【００２６】
　吸着層に使用される樹脂としては、高メルトフローレートであり、かつ低融点、低温ド
ローダウン性に優れた樹脂であることが好ましい。
【００２７】
　このような樹脂としては、例えばＬＤＰＥ（低密度ポリエチレン）、ＬＬＤＰＥ（直鎖
状低密度ポリエチレン）、ＰＰ（ポリプロピレン）、塩素化ポリエチレン、飽和ポリエス
テル、ＥＡＡ（エチレン－アクリル酸共重合体）、ＥＭＡＡ（エチレン－メタクリル酸共
重合体）、ＥＥＡ（エチレン－エチルアクリレート共重合体）、ＥＭＡ（エチレン－メチ
ルアクリレート共重合体）、ＥＭＭＡ（エチレン－メチルメタクリレート共重合体）等が
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挙げられる。
【００２８】
（アルミニウム箔）
　本発明で使用するアルミラミネートフィルムのアルミニウム箔は、純アルミニウム箔ま
たはアルミニウム合金箔のいずれであってもよい。さらに、アルミニウム箔にＰＰ（ポリ
プロピレン）系等の樹脂をコーティングしたものであってもよい。
　また、アルミ箔の厚さは、良好な成形性を保持するとともに、容器の耐湿性、遮光性を
保ち、さらに適度な剛性、および成形性を付与するため、１０～６０μｍとすることが好
ましい。
【００２９】
（基材層）
　本発明で使用するアルミラミネートフィルムの基材層としては、延伸フィルムが用いら
れる。延伸フィルムの材料としてはＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）やポリスチレ
ン等が挙げられる。強度や耐二酸化塩素ガス性の観点からＰＥＴが好ましい。延伸は一軸
、又は二軸延伸いずれでもかまわない。
　基材層の膜厚は、加工性や耐久性の観点から１０～１００μｍであることがこのましい
。
【００３０】
（シーラント層）
　本発明で使用するアルミラミネートフィルムには、加熱等によりシールすることができ
るシーラント層を有することが好ましい。シーラント層には、特に限定されないが、熱可
塑性樹脂等を用いることができる。
　シーラント層の膜厚は、接着性や封止性の観点から１０～５０μｍであることがこのま
しい。
【００３１】
　このような樹脂としては、例えばＬＤＰＥ（低密度ポリエチレン）、ＬＬＤＰＥ（直鎖
状低密度ポリエチレン）、ＰＰ（ポリプロピレン）、塩素化ポリエチレン、飽和ポリエス
テル、ＥＡＡ（エチレン－アクリル酸共重合体）、ＥＭＡＡ（エチレン－メタクリル酸共
重合体）、ＥＥＡ（エチレン－エチルアクリレート共重合体）、ＥＭＡ（エチレン－メチ
ルアクリレート共重合体）、ＰＭＭＡ、アイオノマー、カルボン酸変性ポリエチレン、カ
ルボン酸変性ポリプロピレン、カルボン酸変性ＥＶＡ、ＰＶＣ（ポリ塩化ビニル）、ポリ
スチレン、ポリエチレンテレフタレート、およびナイロン等のポリアミド等から選ばれる
少なくとも１種、またはこれらを組み合わせて用いることができる。なかでも二酸化塩素
ガスに対する耐性からポリスチレン、ポリエチレンテレフタレート、ＰＭＭＡが好ましい
。
【００３２】
　吸着層、アルミニウム箔層、基材層を有するアルミニウムラミネートフィルムは、基材
層、アルミニウム箔、吸着層（要すれば、シーラント層）の順で積層されることが好まし
く、密着層を有してもよい。
【００３３】
（密着層）
　本発明で使用するアルミラミネートフィルムの各層間に密着層を設けてもよい。
　密着層に使用される樹脂としてはポリエチレン、ポリプロピレン、ポリアクリロニトリ
ル等が挙げられる。
【００３４】
　次に、本発明で包装材に包装される二酸化塩素発生剤について具体的に説明する。二酸
化塩素発生剤は、水中に添加することにより二酸化塩素水を調製することができる二酸化
塩素水調製錠剤、空気との接触により二酸化塩素ガスを発生させる二酸化塩素ガス発生剤
等が挙げられる。
【００３５】
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　本発明の二酸化塩素水調製錠剤の具体例としては、金属亜塩素酸塩、水と接触したとき
に塩素を放出する塩素放出化合物、固体酸源を含有する錠剤である。また、本発明の錠剤
は、水に溶解した際に二酸化塩素の溶液を迅速に生成する錠剤であることが好ましい。
【００３６】
　本発明の二酸化塩素水調製錠剤に用いることのできる金属亜塩素酸塩は、通常、用いる
ことのできるものであれば、特に制限なく使用することができる。具体的には、亜塩素酸
のアルカリ金属塩である亜塩素酸ナトリウム、亜塩素酸カリウム、亜塩素酸リチウムなど
を例示することができ、経済性および実用性の面から亜塩素酸ナトリウムが最も好ましい
。錠剤中の亜塩素酸塩の添加量は、錠剤全体重量に対して、１重量％以上で有効であるが
、２５重量％を超えると劇物に該当するため、１重量％以上２５重量％以下が好ましく、
５重量％以上２０重量％以下であることがより好ましい。
【００３７】
　本発明の二酸化塩素水調製錠剤に用いることのできる水と接触したときに塩素を放出す
る塩素放出化合物は、通常、用いることのできるものであれば、特に制限なく使用するこ
とができる。具体的には、ナトリウムジクロロイソシアヌレート、カリウムジクロロイソ
シアヌレート、ナトリウムＮ－クロロ－ｐ－トルエンスルホンアミド、ナトリウムＮ－ク
ロロベンゼンスルホンアミド、次亜塩素酸カルシウムなどを例示することができる。経済
性および実用性の面からナトリウムジクロロイソシアヌレートが最も好ましい。なお、上
記化合物は、目的とする塩素放出率、および対応する二酸化塩素発生率に応じて、適宜選
択することができる。錠剤中の、水と接触したときに塩素を放出する塩素放出化合物の添
加量は、錠剤全体重量に対して、１重量％以上３０重量％以下の範囲であればよい。
【００３８】
　本発明の二酸化塩素水調製錠剤に用いることのできる固体酸源としては、通常、用いる
ことのできるものであれば、特に制限なく使用することができる。具体的には、硫酸水素
ナトリウム、硫酸水素カリウム、リン酸二水素ナトリウム、リン酸二水素カリウム等の無
機酸塩、塩化アルミニウム、硝酸アルミニウム、硝酸セリウム、硫酸鉄等の強酸のアニオ
ンと弱塩基のカチオンを含んでなる塩、クエン酸、フマル酸、マロン酸、ステアリン酸、
ピルビン酸、フタル酸、リンゴ酸、マレイン酸、アコニット酸、シュウ酸、コハク酸、酢
酸、プロピオン酸、アスコルビン酸、乳酸、安息香酸、酒石酸、ケイ皮酸、イタコン酸、
スルファミン酸、無水酢酸、無水クエン酸、無水フタル酸、無水マレイン酸、無水コハク
酸、無水安息香酸等の有機固体酸を例示することができる。安全性、反応性、作業性の各
観点から硫酸水素ナトリウム、リン酸二水素ナトリウム、クエン酸、コハク酸、マレイン
酸が特に好ましい。錠剤中の固体酸源の添加量は、錠剤全体重量に対して、１重量％以上
４０重量％以下の範囲であればよい。
【００３９】
　本発明の二酸化塩素水調製錠剤は、乾燥度合い（含水率）が二酸化塩素溶液を調製する
ための錠剤の性能に極めて大きな影響を与える。即ち、錠剤の含水率が高いと、金属亜塩
素酸塩は塩素酸塩を生成する分解反応が促進される。また、生成した二酸化塩素が含有す
る水分でトラップされるためかは不明であるが、錠剤中の含水率が高いと発生する二酸化
塩素量が少なくなる。以上の理由より、錠剤中の含水率は１０重量％以下であることが好
ましく、５重量％以下であることがさらに好ましい。
【００４０】
　本発明の二酸化塩素水調製錠剤は、必要に応じて、発泡剤、高分子系崩壊剤、滑材等を
適宜用いても良い。
【００４１】
　本発明の二酸化塩素水調製錠剤は、金属亜塩素酸塩、水と接触したときに塩素を放出す
る塩素放出化合物、固体酸源等を混合し、圧縮法によって打錠され成型加工されたものを
例示できる。
【００４２】
　本発明で使用される二酸化塩素ガス発生剤は、空気中の水分との接触により、二酸化塩
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素ガスを発生させ得る物質である限り、特に限定されるものではない。
【００４３】
　このような二酸化塩素ガス発生剤として亜塩素酸塩を含有する物質が使用される。亜塩
素酸塩は酸性物質との接触により二酸化塩素ガスを発生させることが知られているところ
、空気中の少なくとも水蒸気を用いて酸性物質を生成させ、該酸性物質を亜塩素酸塩と接
触させることにより、二酸化塩素ガスを発生させることができる。
【００４４】
　亜塩素酸塩としては、亜塩素酸ナトリウム、亜塩素酸カリウム、及び亜塩素酸リチウム
のような亜塩素酸のアルカリ金属塩、並びに亜塩素酸マグネシウム、及び亜塩素酸カルシ
ウムのような亜塩素酸のアルカリ土類金属塩などが挙げられる。中でも、低コストで、か
つ市販品が汎用されている点で、アルカリ金属塩が好ましく、亜塩素酸ナトリウムがより
好ましい。
【００４５】
　亜塩素酸塩を担持させた無機多孔質担体においては、該無機多孔質担体の孔の中に空気
中の二酸化炭素と水蒸気が吸収されて炭酸が生成するので、当該孔の中において当該炭酸
（弱酸性物質）と亜塩素酸塩とが接触し、二酸化塩素ガスが発生する。
【００４６】
　亜塩素酸塩を担持させた無機多孔質担体は好ましくはアルカリ剤も担持している。アル
カリ剤を担持させることにより、二酸化塩素ガスを長期にわたって安定した量で発生させ
ることができる。
【００４７】
　無機多孔質担体の種類は特に限定されず、公知の無機多孔質担体を制限なく使用できる
。公知の無機多孔質担体として、例えば、セピオライト、パリゴルスカイト、モンモリロ
ナイト、シリカゲル、珪藻土、ゼオライト、及びパーライト等が挙げられる。中でも、亜
塩素酸塩の分解が抑えられる点で、濃度１０重量％で水に懸濁させた懸濁液がアルカリ性
、即ちｐＨ８以上を示すものが好ましく、ゼオライト、パリゴルスカイト、及びセピオラ
イトがより好ましく、ゼオライト、セピオライトが特に好ましい。
【００４８】
　亜塩素酸塩の担持量は、二酸化塩素ガス発生剤の全量に対して、１重量％以上が好まし
く、３重量％以上がより好ましく、５重量％以上がさらにより好ましい。この範囲であれ
ば、十分に二酸化塩素を発生させることができる。また、亜塩素酸塩の担持量は、二酸化
塩素ガス発生剤の全量に対して、２５重量％以下が好ましく、２０重量％以下がより好ま
しい。この範囲であれば、発生剤の劇物指定を回避できる。
　亜塩素酸塩の担持量は、無機多孔質担体１００重量部に対して、亜塩素酸塩１～４０重
量部が好ましく、３～２５重量部がより好ましく、５～２０重量部がさらにより好ましい
。
【００４９】
　アルカリ剤としては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、及び水酸化リチウ
ムのような水酸化物、並びに炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、及び炭酸リチウムのような
炭酸塩などが挙げられる。中でも、経済性の面から、水酸化ナトリウム、及び炭酸ナトリ
ウムが好ましく、発生剤の保存安定性が良い点で、水酸化ナトリウムがより好ましい。
【００５０】
　アルカリ剤の担持量は、亜塩素酸塩（ｍｏｌ）に対して、０．７モル当量より多いのが
適当であり、０．７３モル当量以上がより好ましく、０．７５モル当量以上がさらにより
好ましい。この範囲であれば、担持された亜塩素酸塩が常温で分解され難い。また、過剰
量の二酸化塩素を短期間に発生させてしまうことがなく、消毒などの二酸化塩素の効果を
発揮できるだけの二酸化塩素を長期間安定して発生することができる。
　また、二酸化塩素ガス発生剤のアルカリ剤の担持量は、亜塩素酸塩（ｍｏｌ）に対して
、２モル当量以下が適当である。１．７モル当量以下がより好ましく、１．４モル当量以
下がさらにより好ましい。この範囲であれば、二酸化塩素の発生が確保される。また、二
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酸化塩素ガス発生剤の危険物指定を避けることができ、過剰量の二酸化塩素ガスの発生な
どの危険性を避けることもできる。
【００５１】
　無機多孔質担体に、亜塩素酸塩または亜塩素酸塩およびアルカリ剤を担持させる方法は
特に限定されない。例えば、含浸法、及びスプレー法などが挙げられる。二酸化塩素の発
生量が多くなり、又は二酸化塩素を安定して発生させることができる点で、スプレー法の
方が好ましい。以下、亜塩素酸塩およびアルカリ剤を担持させる場合について説明するが
、アルカリ剤を担持させない場合には、アルカリ剤を使用しないこと以外、以下の説明と
同様である。
【００５２】
　含浸法では、乾燥状態の無機多孔質担体に、亜塩素酸塩溶液およびアルカリ剤溶液をそ
れぞれ含浸させてもよく、亜塩素酸塩及びアルカリ剤を含む溶液を含浸させてもよい。無
機多孔質担体への均一な担持を行える点で、亜塩素酸塩及びアルカリ剤を含む溶液を含浸
させるのが好ましい。各溶液を含浸させる場合は、何れを先に含浸させてもよいが、アル
カリ剤を先に含浸させるのが好ましい。
　スプレー法でも、乾燥状態の無機多孔質担体に、亜塩素酸塩溶液及びアルカリ剤溶液を
それぞれスプレーしてもよく、亜塩素酸塩及びアルカリ剤を含む溶液をスプレーしてもよ
い。無機多孔質担体への均一な担持を行える点で、亜塩素酸塩及びアルカリ剤を含む溶液
をスプレーするのが好ましい。各溶液をスプレーする場合は、何れを先にスプレーしても
よいが、アルカリ剤を先に含浸させるのが好ましい。
【００５３】
　含浸又はスプレーする溶液は、通常、水溶液であるが、亜塩素酸塩及びアルカリ剤を溶
解させることができれば有機溶媒を含んでいてもよい。
　亜塩素酸塩及びアルカリ剤を含む溶液を含浸又はスプレーする場合、無機多孔質担体１
００重量部に対して、亜塩素酸塩を１～４６重量％、及びアルカリ剤を１～６０重量％含
む溶液を、１０～１００重量部含浸又はスプレーすればよい。
【００５４】
　無機多孔質担体に、亜塩素酸塩、及びアルカリ剤を含ませた後は、必要に応じて、乾燥
すればよい。含浸又はスプレーと乾燥とを複数回繰り返すこともでき、それにより、亜塩
素酸塩、及びアルカリ剤の担持量を増大させることができる。
　乾燥方法は特に限定されないが、真空乾燥機、流動乾燥機、棚段乾燥機、回転式乾燥機
、又は減圧乾燥器等を用いて乾燥させることができる。また、乾燥条件も特に限定されな
いが、３０～１５０℃、好ましくは７０～１３０℃で、０．５～１０時間、好ましくは０
．５～５時間の条件が例示される。
【００５５】
　本発明の包装体は乾燥空気、又は窒素により充填されている点も特徴である。本発明に
おいては、乾燥空気は空気中の水分を低減させたものであり、水分量が１重量％以下であ
ることが好ましい。窒素や乾燥空気を充填することにより、包装体中の水分の影響を少な
くすることが可能となる。
【００５６】
　本発明の包装体の製造方法は、二酸化塩素発生剤を包装材である吸着層、アルミニウム
箔層、基材層を有するアルミニウムラミネートフィルムで収納する工程、乾燥空気、又は
窒素を封入する工程、二酸化塩素発生剤を包装材である吸着層、アルミニウム箔層、基材
層を有するアルミニウムラミネートフィルムで密封する工程を有する。
【００５７】
　二酸化塩素発生剤を包装材である吸着層、アルミニウム箔層、基材層を有するアルミニ
ウムラミネートフィルムで収納する工程においては、二酸化塩素発生剤、及び包装材は上
述したものを用いることができる。包装材である吸着層、アルミニウム箔層、基材層を有
するアルミニウムラミネートフィルムの形状は、特に限定されないが、袋状であることが
好ましい。
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【００５８】
　乾燥空気、又は窒素を封入する工程においては、包装体を乾燥空気、又は窒素で充填す
ることができれば、封入する方法は特に限定されることはない。また、上述の二酸化塩素
発生剤を包装材である吸着層、アルミニウム箔層、基材層を有するアルミニウムラミネー
トフィルムで収納する工程と同時に行ってもよい。
【００５９】
　二酸化塩素発生剤を包装材である吸着層、アルミニウム箔層、基材層を有するアルミニ
ウムラミネートフィルムで密封する工程においては、二酸化塩素発生剤を包装材で密封し
、包装体を形成することができれば、特に限定されない。包装材にシーラント層を更に有
する、即ち、シーラント層、吸着層、アルミニウム箔層、基材層を有するアルミニウムラ
ミネートフィルムを包装材として用いることにより、熱等でシールすることにより、アル
ミニウムラミネートフィルムで二酸化塩素発生剤を有する包装体を製造することができる
。
【００６０】
本発明の二酸化塩素発生剤を有する包装体について以下、実施例、比較例を用いてさらに
具体的に説明するがこれらに限定されるものではない。
【００６１】
作製例１（二酸化塩素水調製錠剤の作製）
　以下で示される組成の成分をあらかじめ７０℃で１時間乾燥したのち各成分を、混合機
を用いて混合した。混合した成分７ｇを直径２０ｍｍの金型に入れ、菊水製作所製連続打
錠機で錠剤硬度が３０ｋｇになるように圧力をかけて錠剤成型を行なった。
錠剤の組成
亜塩素酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　１．０５０ｇ
ナトリウムジクロロイソシアヌレート　　　　　　　　０．５２５ｇ
コハク酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．８２０ｇ
無水塩化マグネシウム　　　　　　　　　　　　　　　２．１００ｇ
硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．７４９ｇ
炭酸水素ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　０．５６０ｇ
ステアリン酸マグネシウム　　　　　　　　　　　　　０．０１１ｇ
ポリビニルピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　０．１８５ｇ
【００６２】
実施例１
　作製例１で得られた二酸化塩素水調製錠剤を以下の構成の包装材フィルムＦ１（基材層
、アルミニウム箔、吸着層、シーラント層の順で積層）で貼り合わされた包装袋に乾燥空
気とともに入れて、加熱シーラー（富士インパルス社製：Ｖ－４６０Ｇ）を用いて熱シー
ルして封止を行い、包装体を作製した。
［包装材フィルムＦ１の構成］
　　シーラント層：低密度ポリエチレン（厚さ：２０μｍ）
　　吸着層：ゼオライト含有低密度ポリエチレン（厚さ：６０μｍ）
　　アルミニウム箔：純アルミニウム箔（厚さ：２０μｍ）
　　基材層：延伸ＰＥＴフィルム（厚さ：２５μｍ）
【００６３】
実施例２
作製例１で得られた二酸化塩素水調製錠剤を以下の構成の包装材フィルムＦ２（基材層、
アルミニウム箔、吸着層、シーラント層の順で積層）で貼り合わされた包装袋に乾燥空気
とともに入れて、加熱シーラー（富士インパルス社製：Ｖ－４６０Ｇ）を用いて熱シール
して封止を行い、包装体を作製した。
［包装材フィルムＦ２の構成］
　　シーラント層：低密度ポリエチレン（厚さ：２５μｍ）
　　吸着層：ゼオライトと酸化カルシウム含有低密度ポリエチレン（厚さ：６０μｍ）
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　　アルミニウム箔：純アルミニウム箔（厚さ：３０μｍ）
　　基材層：延伸ＰＥＴフィルム（厚さ：２５μｍ）
【００６４】
実施例３
作製例１で得られた二酸化塩素水調製錠剤を以下の構成の包装材フィルムＦ３（基材層、
アルミニウム箔、吸着層、シーラント層の順で積層）で貼り合わされた包装袋に乾燥空気
とともに入れて、加熱シーラー（富士インパルス社製：Ｖ－４６０Ｇ）を用いて熱シール
して封止を行い、包装体を作製した。
［包装材フィルムＦ３の構成］
　　シーラント層：低密度ポリエチレン（厚さ：２０μｍ）
　　吸着層：ゼオライトと酸化カルシウム含有ポリプロピレン（厚さ：５０μｍ）
　　アルミニウム箔：純アルミニウム箔（厚さ：１０μｍ）
　　基材層：延伸ＰＥＴフィルム（厚さ：３０μｍ）
【００６５】
実施例４
作製例１で得られた二酸化塩素水調製錠剤を以下の構成の包装材フィルムＦ４（基材層、
アルミニウム箔、密着層、吸着層、シーラント層の順で積層）で貼り合わされた包装袋に
窒素とともに入れて、加熱シーラー（富士インパルス社製：Ｖ－４６０Ｇ）を用いて熱シ
ールして封止を行い、包装体を作製した。
［包装材フィルムＦ４の構成］
　　シーラント層：ポリスチレン（厚さ：２０μｍ）
　　吸着層：ゼオライトと酸化カルシウム含有低密度ポリエチレン（厚さ：５０μｍ）
　　密着層：低密度ポリエチレン（厚さ１０μｍ）
　　アルミニウム箔：純アルミニウム箔（厚さ：２０μｍ）
　　基材層：延伸ＰＥＴフィルム（厚さ：２５μｍ）
【００６６】
比較例１
作製例１で得られた二酸化塩素水調製錠剤を以下の構成の包装材フィルムＦ５（基材層、
アルミニウム箔、吸着層、シーラント層の順で積層）で貼り合わされた包装袋に入れて、
加熱シーラー（富士インパルス社製：Ｖ－４６０Ｇ）を用いて熱シールして封止を行い、
包装体を作製した。
［包装材フィルムＦ５の構成］
　　シーラント層：低密度ポリエチレン（厚さ：２０μｍ）
　　吸着層：ゼオライト含有低密度ポリエチレン（厚さ：６０μｍ）
　　アルミニウム箔：純アルミニウム箔（厚さ：７μｍ）
　　基材層：延伸ＰＥＴフィルム（厚さ：２５μｍ）
【００６７】
比較例２
作製例１で得られた二酸化塩素水調製錠剤を以下の構成の包装材フィルムＦ６（基材層、
アルミニウム箔、シーラント層の順で積層）で貼り合わされた包装袋に入れて、真空に吸
引したのち加熱シーラー（富士インパルス社製：Ｖ－４６０Ｇ）を用いて熱シールして封
止を行い、包装体を作製した。
［包装材フィルムＦ６の構成］
　　シーラント層：低密度ポリエチレン（厚さ：２０μｍ）
　　アルミニウム箔：純アルミニウム箔（厚さ：１０μｍ）
　　基材層：延伸ＰＥＴフィルム（厚さ：２５μｍ）
【００６８】
比較例３
作製例１で得られた二酸化塩素水調製錠剤を以下の構成の包装材フィルムＦ７（基材層、
アルミニウム箔、シーラント層の順で積層）で貼り合わされた包装袋に入れて、市販の袋
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入り吸着剤（顆粒状シリカゲル１ｇ）を同封したのち加熱シーラー（富士インパルス社製
：Ｖ－４６０Ｇ）を用いて熱シールして封止を行い、包装体を作製した。
［包装材フィルムＦ７の構成］
　　シーラント層：低密度ポリエチレン（厚さ：２０μｍ）
　　アルミニウム箔：純アルミニウム箔（厚さ：３０μｍ）
　　基材層：延伸ＰＥＴフィルム（厚さ：２５μｍ）
【００６９】
　得られた実施例１～４、比較例１～３の包装体を４０℃、８０％の環境下に３か月間保
存した。
【００７０】
溶解性
　錠剤の溶解性（溶解時間）は、１錠（７ｇ）を１０００ｍｌの蒸留水に投入し３０℃で
完全に溶解するまでの時間を測定することで評価した。
【００７１】
二酸化塩素濃度、亜塩素酸イオン濃度、残留塩素イオン濃度（ヨウ素滴定法）
　以下に記載の測定方法により二酸化塩素濃度、亜塩素酸イオン濃度、残留塩素イオン濃
度を測定した。
１．容器に指定量の蒸留水を取り、錠剤を投入する。
２．錠剤溶解終了後、均一な溶液になるようにポリ瓶を攪拌する。
３．メスシリンダーを用いて２．で得られた二酸化塩素溶液を１０ｍＬ秤量し、蒸留水に
て希釈する。
試験１
　３００ｍＬ三角フラスコに約２００ｍＬの蒸留水を取り、ヨウ化カリウム約０．５ｇと
ｐＨ=７の緩衝液約１ｍＬを添加する。上記で調製した１０ｍＬ量の二酸化塩素溶液を、
ピペットにて正確に秤量し、加える。直ちに調整した溶液を「０．０１Ｎチオ硫酸ナトリ
ウム溶液」にて滴定する。この滴定量をＡ(ｍＬ)とする。
Ａ(ｍＬ)＝Ｃｌ２＋１/５ＣｌＯ２

　上記滴定した溶液に２．３Ｍ塩酸を２～３ｍＬを加え、暗所にて約５分間反応を進行さ
せる。そして、再び「０．０１Ｎチオ硫酸ナトリウム溶液」にて滴定する。この滴定量を
Ｂ（ｍＬ）とする。
Ｂ（ｍＬ）＝４/５ＣｌＯ２＋ＣｌＯ２

－

試験２
　ガス洗浄ビンの中に、ｐＨ=７の緩衝液約１ｍＬを加えた蒸留水約２００ｍＬを用意す
る。上記試験１と同様に、１０ｍＬ量の二酸化塩素溶液をピペットにて正確に秤量し加え
る。次に、約１０分間、窒素ガスで曝気（０．４Ｌ/ｍｉｎ）して二酸化塩素を除去する
。そして、そのサンプルを３００ｍＬ三角フラスコに移し替え、ヨウ化カリウム約０．５
ｇを加える。直ちに調整した溶液を「０．０１Ｎチオ硫酸ナトリウム溶液」にて滴定する
。
この滴定量をＣ（ｍＬ）とする。 
Ｃ（ｍＬ）＝Ｃｌ２

上記滴定した溶液に２．３Ｍ塩酸を２～３ｍＬを加え、暗所にて約５分間反応を進行させ
る。そして、再び「０．０１Ｎチオ硫酸ナトリウム溶液」にて滴定する。この滴定量をＤ
（ｍＬ）とする。
この滴定量Ｄ（ｍＬ）＝ＣｌＯ２

－

試験３
　５％臭化カリウム溶液約１ｍＬと、１２Ｎ塩酸約１０ｍＬとを、５０ｍＬガラス栓付フ
ラスコに取る。注意深く、上記で調製した二酸化塩素溶液をピペットにて１０ｍＬ正確に
秤量し、上記フラスコに加える。直ちに栓をしめ、攪拌後、暗所に２０～３０分反応させ
る。ヨウ化カリウム約１ｇを加え、攪拌する。これを３００ｍＬ三角フラスコに移し、飽
和リン酸ナトリウム溶液２５ｍＬを加え、蒸留水にて２００ｍＬまで希釈する。「０．０
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１Ｎチオ硫酸ナトリウム溶液」にて滴定する。このサンプリングを３回繰り返す。さらに
、通常の供給水を使って(つまり、二酸化塩素溶液サンプルを添加しないで)、同様の手順
で資料調製し測定を行い、ブランク値とする。
結果Ｅ（ｍＬ）＝サンプル滴定量－ブランク滴定量
この滴定量Ｅ（ｍＬ）＝Ｃｌ２＋ＣｌＯ２＋ＣｌＯ２

－＋ＣｌＯ３
－

計算方法
　下記の計算式より各酸化剤の含量を計算する。
亜塩素酸イオンｐｐｍ＝Ｄ×Ｆ×０．０１×１６，８６３／１０
二酸化塩素ｐｐｍ＝（Ｂ－Ｄ）×Ｆ×０．０１×１６，８６３／１０
遊離塩素ｐｐｍ＝［Ａ－（Ｂ－Ｄ）／４］×Ｆ×０．０１×３５，４５０／１０
塩素酸イオンｐｐｍ＝［Ｅ－（Ａ＋Ｂ）］×Ｆ×０．０１×１３，９０８／１０
Ｆ：０．０１Ｍチオ硫酸ナトリウム溶液のファクター
１０：サンプル量１０ｍＬ
【００７２】
　初期（包装体による３ヶ月保存前）の二酸化塩素水調製用錠剤と実施例１～４、比較例
１～３の包装体による３ヶ月保存後に包装体を開封し得られた二酸化塩素水調製用錠剤に
ついて１０００ｍｌに溶解する溶解時間と、溶解させて得られた二酸化塩素水溶液の二酸
化塩素濃度、亜塩素酸イオン濃度、残留塩素イオン濃度を、ヨウ素滴定法を用いて測定し
た。
結果を表１に示す。
【００７３】
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【表１】

【００７４】
　表１に示すように、実施例１～４の包装体で保存された二酸化塩素水調製用錠剤は、高
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温高湿下の長期保存においても、初期とほぼ同様の溶解性を有し、安定した二酸化塩素濃
度を有する溶液を調製するとともに、亜塩素酸イオンや残留塩素イオンをほぼ含有しない
安全性の高い溶液を得ることができた。
なお、比較例２では真空吸引してシールしたために包装袋の一部にクラックが発生してい
た。
【００７５】
作製例２（二酸化塩素ガス発生剤の作製）
　セピオライト（近江鉱業社製「ミラクレーＧ－１３Ｆ」、粒径１～３ｍｍ）を７００℃
前後で２５時間焼成した後、冷却した。
　２５重量％の亜塩素酸ナトリウム水溶液および２５重量％の水酸化ナトリウム水溶液を
所定の割合で混合した溶液７０重量部を、スプレー法により、上記セピオライト１００重
量部に噴射により含ませた後、７０℃で２時間にわたって真空乾燥し、ＮａＣｌＯ２＝６
．０重量％、ＮａＯＨ＝２．０重量％、水＝３．０重量％およびセピオライト＝８９．０
重量％の組成を示す二酸化塩素ガス発生剤を得た。ＮａＣｌＯ２に対するＮａＯＨのモル
当量数は１．３３であった。
【００７６】
実施例５
作製例２で得られた二酸化塩素ガス発生剤を以下の構成の包装材フィルムＦ８（基材層、
アルミニウム箔、吸着層、シーラント層の順で積層）で貼り合わされた包装袋に乾燥空気
とともに入れて、加熱シーラー（富士インパルス社製：Ｖ－４６０Ｇ）を用いて熱シール
して封止を行った。
［包装材フィルムＦ８の構成］
　　シーラント層：低密度ポリエチレン（厚さ：２０μｍ）
　　吸着層：ゼオライト含有低密度ポリエチレン（厚さ：６０μｍ）
　　アルミニウム箔：純アルミニウム箔（厚さ：２０μｍ）
　　基材層：延伸ＰＥＴフィルム（厚さ：２５μｍ）
【００７７】
実施例６
作製例２で得られた二酸化塩素ガス発生剤を以下の構成の包装材フィルムＦ１０（基材層
、アルミニウム箔、吸着層、シーラント層の順で積層）で貼り合わされた包装袋に乾燥空
気とともに入れて、加熱シーラー（富士インパルス社製：Ｖ－４６０Ｇ）を用いて熱シー
ルして封止を行った。
［包装材フィルムＦ１０の構成］
　　シーラント層：低密度ポリエチレン（厚さ：２０μｍ）
　　吸着層：ゼオライトと酸化カルシウム含有低密度ポリエチレン（厚さ：６０μｍ）
　　アルミニウム箔：純アルミニウム箔（厚さ：１０μｍ）
　　基材層：延伸ＰＥＴフィルム（厚さ：２５μｍ）
【００７８】
比較例４
作製例２で得られた二酸化塩素ガス発生剤を以下の構成の包装材フィルムＦ１１（基材層
、アルミニウム箔、シーラント層の順で積層）で貼り合わされた包装袋に入れて、市販の
袋入り吸着剤（顆粒状シリカゲル１ｇ）を同封したのち加熱シーラー（富士インパルス社
製：Ｖ－４６０Ｇ）を用いて熱シールして封止を行った。
［包装材フィルムＦ１１の構成］
　　シーラント層：低密度ポリエチレン（厚さ：２０μｍ）
　　アルミニウム箔：純アルミニウム箔（厚さ：７μｍ）
　　基材層：延伸ＰＥＴフィルム（厚さ：２５μｍ）
【００７９】
　得られた実施例５、６、比較例４の包装体を４０℃、８０％の環境下に３か月間保存し
た。
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(二酸化塩素ガス発生評価)
　初期（包装体による３ヶ月保存前）の二酸化塩素ガス発生剤と実施例５～７、比較例４
の包装体による３ヶ月保存後に包装体を開封し得られた二酸化塩素ガス発生剤を、３００
ｍｌガラス製充填塔 （直径５０×高さ１５０mm)に入れ温度２５℃、湿度６０％において
空気を１Ｌ／ｍｉｎで５時間通気させ、出口ガスをリン酸緩衝液でｐＨ＝７調整したヨウ
化カリウム溶液に吸収させ二酸化塩素により遊離したヨウ素をチオ硫酸ナトリウム溶液で
滴定して二酸化塩素ガスの発生量を調べ、表２に示す結果を得た。単位は、二酸化塩素ガ
ス発生剤１ｇあたりの二酸化塩素ガス発生量ｍｇ／g／ｈで表した。
【００８１】
【表２】

【００８２】
　表１に示すように、実施例５、６の包装体で保存された二酸化塩素ガス発生剤は高温高
湿下の長期保存においても、初期とほぼ同様のガス発生量であり、包装体中の二酸化塩素
ガス発生剤を安定した品質で保つことができることを確認できた。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明の包装体は、高温高湿下において長期保存しても、包装体中の二酸化塩素発生剤
を安定した品質で保つことができる。包装体より取り出された二酸化塩素発生剤は、細菌
・ウイルス・悪臭物質・カビの除去等や藻の除去・水の異臭味の除去・水の二価金属イオ
ンの除去の各用途において用いることができる二酸化塩素水溶液や二酸化塩素ガスを安全
かつ簡便に調製、発生するために好適に用いることができる。
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